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●11月14日　県民の日　児童・生徒 お茶に親しむ会

●�11月21日���文化ともしび賞、シラコバト賞の受賞を報告

●�11月25日���小島小・中学校 こじまふれあいフェスタ

●�11月19・20日

熊谷市産業祭・第１回熊谷市
              スポレクフェスティバル

　「ヴォーチェ・デル・クオーレ」が埼玉県の「文化ともしび賞」を「群
緑短歌会（熊谷支部）」が「シラコバト賞」をそれぞれ受賞し、富岡市
長に報告の表敬訪問をしました。

　県民の日に星渓園で、県立熊谷女子高校・県立熊谷西高校・熊谷
市立女子高校の茶道部の生徒によりお茶会が開かれました。

　熊谷スポーツ文化公園内で、熊谷市産
業祭が開催され、「くまがや弁当」の販売
などが行われました。また同時に昨年行
われた彩の国まごころ国体を記念して、
スポーツ・レクリエーションのイベントが
開催され、多くの来場者でにぎわいました。

●�11月19日　高校ラグビー 熊谷工業高校準優勝

●�11月15日

学童野球チーム
  「熊谷グリーンタウン」が
　　　　　関東大会へ出場

　日本ハム旗第７回学童軟式野球秋季
大会関東大会出場に向け、富岡市長を
表敬訪問しました。

　熊谷ラグビー場で行われた全国高校ラグビー大会埼玉県大会
決勝で、熊谷工業高校が深谷高校に惜敗し、残念ながら準優勝
に終りました。11月12日準決勝��熊谷工業高校（青）�対�所沢北高校（赤）

　県内唯一の小・中学校同一校舎の学校である、小島小・中学校で地
域のお年寄りと楽しく交流する「こじまふれあいフェスタ」が開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　され、古代米のお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にぎりづくりや蕎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麦打ちなどが行わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れました。

熊谷市産業祭 スポレクフェスティバル（小学生リレーカーニバル）

そ

ば
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●11月23日

第１３回外国人による日本語スピーチコンテスト

●11月22日　

青年海外協力隊員
　　　　市長表敬

●11月12・13日

第２回男沼文化作品展

●11月26日

大里中学校野球部 準優勝

●�11月21日

「天然ガス自動車」贈呈式

●�11月18日

ポール・オコーナー校長
　　　　　　  市長表敬

　熊谷市管工事業協同組合設立20周年記念事業
の一環として、組合から市に低公害車（天然ガ
ス自動車）が寄贈されました。

　インバーカーギル市のジェー
ムズ・ハーゲストカレッジのポ
ール・オコーナー校長が、県立
熊谷西高校との姉妹校提携式典
に出席するにあたり、富岡市長
を表敬訪問しました。 

　男沼公民館で第２回男沼文化作品展が、出品者88名、
127点の作品を集め開催され、たくさんの見学者が訪れ
ました。

　第５回埼玉県中学生K-Ball大会が参加62チームで
開催され、飯能市で行われた決勝戦で大里中学校野
球部が準優勝しました。

　商工会館大ホールで ６か国１５人の外国人が参加
して日本語スピーチコンテストが開催されました。

　青年海外協力隊の松島大隊員が、派遣国のルーマ
ニアへ出発するにあたり、富岡市長を表敬訪問しま
した。

ひろし

（K-Ballとは軟球でありながら硬球の特性を有するボール）
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くまがや東西南北＜見る/聞く/歩く＞

関
東
の
富
士
見
一
〇
〇
景
「
久
下
橋
」

―
真
正
面
に
富
士
山
が
見
え
る
―

　
平
成
16
年
10
月
、「
久
下
橋
」
が

「
関
東
の
富
士
見
１
０
０
景
」
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
『
自
動
車
で

走
り
な
が
ら
真
正
面
に
富
士
山
が

見
え
景
観
的
に
評
価
で
き
る
。
旧

久
下
橋
と
あ
わ
せ
て
市
の
観
光
資

源
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。』

と
選
定
委
員
に
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
15
年
６
月
に
開
通
し
た

「
久
下
橋
」
は
、
冬
晴
れ
の
日
に

国
道
17
号
の
佐
谷
田�

（
南
）
交
差

点
か
ら
大
里
方
面
へ
車
で
向
か
う

と
、
運
転
席
の
真
正
面
に
富
士
山

の
姿
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。

　
ま
た
、「
久
下
橋
」の
歩
道
や
荒
川

土
手
を
歩
く
と
富
士
山
だ
け
で
は

な
く
、南
西
か
ら
北
へ
比
企
丘
陵
、

秩
父
連
山
、
妙
義
山
、
浅
間
山
、

赤
城
山
、
日
光
連
山
、
東
に
は
筑

関東の富士見100景とは
　富士山を背景とした良好な眺めが得ら
れ、景観の保全や活用が望まれる公共的
空間について国土交通省関東地方整備局
が公募し、１都８県から１２９件の応募があ
りました。山梨大学大学院教授を委員長
とする８人の委員会では、富士山の見え
方や視点場の快適性、観光振興やまちづ
くりへの展開の可能性などから平成16年
10月に63景を選定しました。その後、平成
17年10月に追加選定が行われ、１２８景が
富士見１００景に選定されています。

関東の富士見100景選定証

久下橋から望む熊谷市街と赤城山

久下橋と富士山

旧
久
下
橋

　
旧
久
下
橋
は
昭
和
30
年
に
架
設

さ
れ
た
木
造
の
冠
水
橋
で
し
た
。

全
長
２
８
０
メ
ー
ト
ル
、�

幅
は
わ

　
　
　
　
　
　
ず
か
３
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
対
岸
に

　
　
　
　
　
　
車
の
姿
が
見
え
る

　
　
　
　
　
　
と
お
互
い
に
譲
り

　
　
　
　
　
　
合�

っ
た
た
め
、「
思

　
　
　
　
　
　
い
や
り
橋
」
と
呼

　
　
　
　
　
　
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
台
風
な
ど
で
荒
川

　
　
　
　
　
　
が
増
水
す
る
と
通

波
山
と
関
東
平
野
を
取
り
囲
む
山

々
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
初
春
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
山

「
富
士
山
」
や
冬
景
色
の
山
々
を

熊
谷
の
新
名
所
「
久
下
橋
」
か
ら

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

車が譲り合って通行した旧久下橋
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聞く聞く
歩く歩く

くまが
　　や東
西
南北

見る
聞く
歩く

行
不
能
と
な
り
、
補
修
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
開

催
さ
れ
た
秋
季
国
体
の
メ
イ
ン
会

場
に
熊
谷
が
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

県
が
橋
の
架
け
替
え
を
行
い
、
旧

久
下
橋
は
新
橋
の
完
成
６
か
月
後
、

撤
去
さ
れ
ま
し
た
。�

旧
久
下
橋
記
念
碑

　
久
下
地
区
の
自
治
会
長
な
ど
が

「
若
い
世
代
に
、
地
元
の
誇
り
と

思
い
や
り
を
伝
え
た
い
」と
久
下
橋

記
念
碑
建
設
を
呼
び
か
け
、３
８
９

の
個
人
と
団
体
か
ら
集
ま
っ
た
募

金
で
、高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
の
記
念

碑
が
平
成
16
年
９
月
に
旧
久
下
橋

の
北
側
の
荒
川
土
手
の
上
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。上
田
清
司
県
知
事
の

揮
毫
で「
久
下
の
渡
し�

�
�冠

水
橋
跡
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
隣
に
は
、

「
こ
こ
に『
思
い
や
り
橋
』と
呼
ば
れ

た
久
下
冠
水
橋
が
あ
り
ま
し
た
。」

と
説
明
板
が
あ
り
ま
す
。

元
旦
の
赤
富
士

　
平
成
17
年
の
元
旦
は
前
日
の
大

晦
日
に
降
っ
た
雪
で
道
路
は
ア
イ

ス
バ
ー
ン
状
態
で
し
た
。
足
元
に

気
を
つ
け
て
久
下
橋
の
た
も
と
の

土
手
に
富
士
山
を
見
に
行
く
と
、

10
人
近
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
初
日
の
出
を
待

っ
て
い
ま
し
た
。

初
日
の
出
と

と
も
に
、

新
春
の
富

士
山
は

赤
く
染

ま
り
ま

し
た
。

成
人
式

　
昨
年
の
１
月
10
日
の
成
人
の
日

に
は
、
和
服
に
着
飾
っ
た
新
成
人

が
、
富
士
山
を
バ
ッ�

ク
に
記
念
撮

影
に
来
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
記

念
撮
影
の
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

き�
�

�

ご
う

大里行政センターと富士山（久下の荒川堤から）

旧久下橋記念碑

着飾った新成人

赤く染まる富士山

増水で交通止めになった旧久下橋
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物
に
も
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
カ

ラ
ー
で
表
現
す
る
き
り
え
創
作

も
あ
り
ま
す
が
、私
は
白
黒
だ
け

の
作
品
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
品
の
題
材
は
常
に

地
元
か
ら
探
す
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
た
び

合
併
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
今
後
は
旧
熊
谷
・
大
里
地

域
か
ら
も
題
材
を
取
り
上
げ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
夢
は
、
自
分
の
作
品
を

多
く
の
外
国
人
に
見
て
も
ら

い
、
き
り
え
を
通
し
て
日
本
の

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今

後
も
精
力
的
に
作
品
展
に
出
品

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
り
え
と
の
偶
然
の
出
会
い

　
私
が
き
り
え
を
始
め
た
の
は
、

ま
だ
仕
事
を
し
て
い
た
14
年
前

に
、
群
馬
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
た
時
、
偶
然
き
り
え
の
作
品

展
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
そ
の
と
き
直
感
で
、「
こ
れ

な
ら
趣
味
と
し
て
自
分
で
も
で

き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。」
と

思
っ
た
ん
で
す
。
当
地
の
同
好

会
に
入
会
し
て
２
年
程
勉
強
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん

ど
独
学�

で
作
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、「
妻
沼
き
り
え
同

好
会
」
に
講
師
と
し
て
携
わ
る

ほ
か
、
埼
玉
や
東
京
で
開
催
さ

れ
る
作
品
展
に
定
期
的
に
出
品

し
た
り
、
毎
年
カ
ナ
ダ
と
、
昨

年
は
中
国
で
開
か
れ
た
作
品
展

に
も
出
品
し
て
い
ま
す
。

白
と
黒
の
み
で
表
現
す
る
魅
力

　
私
が
考
え
る
き
り
え
の
魅
力

は
、
白
と
黒
の
２
色
だ
け
で
す

べ
て
を
表
現
す
る
と�

こ
ろ
と
、

刃
物
は
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
一
本

で
作
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
題
材

を
忠
実
に
表
現
し
て
作
品
を
仕

上
げ
た
と
き
の
満
足
感
は
、
何
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今月の料理人は大野の
　　　鈴  木  治  代さん

●ねぎの定番料理

　ねぎぬた

き
り
え
の
素
晴
ら
し
さ
を
外
国
に
も
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人口と世帯　●平成17年12月１日現在

　■人口　195,123人（+428）　男　97,989人（+432）・女　97,134人（-4）　■世帯　74,457世帯（+486）（＋00/＋00）

環境にやさしい大豆油インキ

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

　「市報くまがや」は、自治会や区を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インタ
ーネットでも「市報くまがや」をご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       「市報くまがや」は毎月１日（原則）に発行します。URL���http://www.city.kumagaya.lg.jp/

■材料（４人分）
　ねぎ…………４本　切りごま…大さじ２
　みそ……大さじ２　酢………………適宜
　砂糖……大さじ２

■作り方
①ねぎは４ｃｍくらいの長さに切って、蒸し器で蒸
　し、ざるにあげて冷まし、水分を自然にとる。
②砂糖、みそ、ごまをすり鉢に入れ、よくすり混
　ぜる。 
③①を軽くしぼって②の中へ入れて、よく混ぜ合
　わせる。

◆農業振興課
　☎内線442

岡  

村  

靖  

之
さ
ん
（
妻
沼
）�

き
り
え
創
作�

④好みで酢をかけて出来上がり。
◎ねぎの他に、いか・ちくわを加えてもおいしい
　です。

や
す
　
ゆ
き

大小さまざまなきりえ作品と岡村さん　　　　　　　　　　　　　 自宅の作業場にてきりえを創作する様子

本号のために作成いただいた「福寿草」

主な内容主な内容

URL   http://www.city.kumagaya.lg.jp/

市報

2006  1 第4号平成18年

■市長 新年のごあいさつ／新春座談会
■市政ワイド
　「シンボルマーク」、「市の花」・「市の木」・「市の鳥」募集ほか
■市政情報
■くらしの情報

■いきいき元気 みんなの健康
■文化施設情報
■くまがや フォト・ニュース 
■くまがや東西南北
■夢追い人

上空から見た熊谷駅周辺
新年を迎え、県北の中心都市としてますますの発展が期待されます。


